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１．研究概要 

１－１．研究背景・目的 

国内には、鉄道不便地域の解消などを目的とした新

駅や新規鉄道路線の計画が多く残る。近年のそうした

新駅設置は周辺開発や宅地化を伴うケースが多いが、

人口減少の進む現代において、新規住民の獲得のみを

狙った従来型の開発は、今後の高齢化や空洞化への対

応を難しいものとしてしまう。

これからの新駅設置に伴うまちづくりは、新規住民

や来訪者の増加に対応しつつ、本来の地域の特性やニ

ーズとの共存を図ることが重要だと考え、本研究では

新駅開業を契機に農地と宅地が混合しつつある羽沢地

域の分析を通して、従来型の開発に頼らない地域特性

を生かした新駅まちづくりの有用性を考察する。

１－２．研究構成 

まず 2章で羽沢地域とまちづくりの概要を整理する。 
その後、地域住民へのアンケート調査と営農者への

ヒアリング調査の分析により、3 章で羽沢地域の農住

混合型郊外住宅地としてのポテンシャルを「地域と農

業」「地域と農作物」の観点から評価し、4 章では羽沢

横浜国大駅の利用実態やニーズを明らかにする。

最後に第 5 章で、それぞれの特長と課題点を改めて

整理し、羽沢横浜国大駅周辺における地域特性である

農業を生かしたまちづくりについて考察する。

図１ 研究構成 

１－３．本研究の位置づけ 

本研究 3章では今後の農住混合化という視点を取り

入れるにあたり、既往研究 1 による保土ヶ谷区仏向地

域における農住混合型郊外住宅地としての特長の成立

要因（表１）を参考に評価を行うこととする。

表１ 農住混合型郊外住宅地の特長と成立要因（※既往研究 1より） 
仏向地域における農住混合型郊外住宅地としての特長 特長の成立要因 

⑴ 地域住民が農地に対して良い印象を持っている 
ⅰ 起伏があり良い景観 
ⅱ 営農者が地域に居住している 

⑵ 地域住民が農と触れ合う機会が多い 
ⅲ 農地と住宅地が近接している 

⑶ 営農者の販売スタイルの多様性 
ⅳ 大消費地の都心に近い 
ⅴ 若い世代が多い 
ⅵ 地産地消に積極的な団体等がいる 

⑷ 農家同士が顧客を共有している ⅶ 農家同士の住居が近い 
⑸ 所有している土地に、農と関わる住居や飲食店などを
構想している 

ⅷ 不動産経営をする土地がある 

２．対象地概要 

２－１．羽沢地域と羽沢横浜国大駅の概要 

羽沢町は「横浜キャベツ」の一大生産拠点で、横浜

市によって「菅田・羽沢農業専用地区」として指定さ

れている。市内 28地区の中でも 5番目に広く、また横

浜都心部に最も近い農業専用地区でもある。 

また、羽沢地域は横浜駅や新横浜駅などの都心部に

至近でありながらも長らく鉄道不便地域であったが、

2019年 11月 30日に相鉄・JR直通線の「羽沢横浜国大

駅」が開業した。2022年度下期には「相鉄・東急直通

線」も接続予定である。あわせて駅前には 357戸の共

同住宅と店舗、子育て支援、大学活動支援、農業活動

支援施設などが計画されているが、2021年 1月時点で

各施設の詳細は公表されていない。 

２－２．新駅周辺のまちづくりの流れ 

羽沢地域のまちづくりの流れは表２の通りで、「羽沢

駅周辺まちづくりガイドライン」が現在のまちづくり

の方針となっている。このガイドラインに沿って、本

研究の対象地域を図２に示す（新駅約 1km圏）。近年

市街化区域も拡大され、土地利用の変化が想定される。 
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表２ 新駅周辺のまちづくりの流れ 
 鉄道の動き まちづくりの動き 
1999 
2000 
2002 
2003 
2005 
2006 
2008 
2010 
2013 
2015 
2016 
 
2018 
2019 
2022-23 

 
神奈川東部方面線整備についての答申 
 
 
都市鉄道等利便増進法 
相鉄・JR/東急直通線構想の認定 
 
相鉄・JR直通線起工 
JR直通線の開業が 2015→2018へ延期 
 
JR直通線の開業が2018→2019へ再延期 
東急直通線の開業が2019→2022へ延期 
 
羽沢横浜国大駅・JR直通線開業 
東急直通線開業 / 再開発ビル竣工予定 

新横浜都心整備基本構想 
横浜市都市計画マスタープラン全体構想 
横浜市都市計画MP保土ヶ谷区プラン 
横浜市都市計画MP神奈川区プラン 

↓上位計画を受け地元協議会が設立 

羽沢駅周辺まちづくり協議会 設立 
羽沢駅周辺地区プラン(協議会案) 
↓地元協議会案を基に市が方針を作成 

羽沢駅周辺まちづくりガイドライン 
 
 
第７回線引き見直しによる用途地域変更 

 
図２ 研究対象地域 

３．農住混合型郊外住宅地としての羽沢地域 

表３ 調査概要 
アンケート調査 
配布日 2020/11/7, 8 
回答期限 2020/11/25 
配布数 700世帯 
回答数（回答率） 262世帯（37.4%） 
対象地域 図２「研究対象地域」参照 
配布方法 地域内の住宅から無作為に選定し、直接投函した。同封の返信用封筒にて回収。 
ヒアリング調査 
実施日 2020/12/23, 25 

対象者 
羽沢横浜国大駅開業記念イベント「ハザコクフェスタ」内のマルシェに参加した 
「きよ・マルシェ」のメンバーから、羽沢町内３名の営農者を対象とした。 

 
図３ 調査の構成と背景 

３－１．アンケート回答者概要 

各調査の概要と構成は表３,図３の通りである。アン

ケート調査の回答率は 37.4%と、地域住民を対象とし

たものとしては非常に高い数値を記録し、新駅や地域

への関心の高さがうかがえた。回答世帯の年齢層はや

や高く、70 代が最も多い（図４）。居住年数は、半数

弱が 30 年以上と回答した（図５）。なお、5 年未満と

回答した方のうち、新駅設置を移住の理由に挙げたの

は半数程度であった。 

  図４ 回答世帯の年齢層    図５ 回答世帯の居住年数 

３－２．ヒアリング対象者概要 
今回は、羽沢横浜国大駅の開業日に開催された記念

イベント「ハザコクフェスタ」に地元野菜を提供した

「きよ・マルシェ」のメンバーから 3 名の営農者にヒ

アリング調査を行った。「きよ・マルシェ」は、地元農

家が 10 名ほど集まり、羽沢町内で週に 2 回とれたて

の農作物を直売しているマルシェで、水曜日に70人、

土曜日には 100~150 人ほどの来場者が訪れている。 
３－３．地域住民から見た「地域と農業」 
農地周辺に住みやすさを感じている住民は多く、野

菜が手に入ることのほか、緑や季節を感じる景観への

評価が高いことが分かった（図６）。一方で砂ぼこりや

虫、においなどを気にする意見もあった。農地との関

わりの現状は最も多い「自宅の庭で家庭菜園」でも 55
件と全体の 2 割程度であったが、食農教育や体験農業

など、今後関わりたいとする回答は全体的に現在の関

わりよりも多かった（図７）。自由記述では、農業や農

地の維持のほか、野菜の購入や子供の農業体験に関す

るものが多く見られた。 
また、農業に関する情報のニーズとしては、農作物

の紹介や食べ方といった、「食」に関するものが高いこ

とが分かった（図８）。そしてこれらの回答は居住年数

が短いほど高くなっており、地域に詳しくない新規住

民への発信が課題であることも分かった（表４）。 

①4
②14

③11
④14

⑤19

⑥17

⑦ 48⑧ 72

⑨ 58

(N=262)

①１年未満
②１年以上３年未満
③３年以上５年未満
④５年以上１０年未満
⑤１０年以上１５年未満
⑥１５年以上２０年未満
⑦２０年以上３０年未満
⑧３０年以上５０年未満
⑨５０年以上
無回答
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図６ 農地から生まれる良い効果 

 
図７ 農業・農地との関わり 

 
図８ 農業に関する情報へのニーズ 

表４ 情報ニーズと居住年数 

３－４．営農者から見た「地域と農業」 

今回調査した営農者は全員、小学校などでの子供向

けの農業体験や、区や福祉施設、自治会のイベント等

を通じた野菜販売による交流を行っていた。10 名ほど

の営農者で「出荷グループ」を組み、市場を通さず取

引先と直接交渉し納品しているため、品数や出荷のタ

イミングが比較的柔軟であることを生かしてイベント

での販売やメディアへの発信に対応している。ただ普

段の農作業が多忙で負担も大きいため、自ら動いて発

信するケースは少ない。他にも農協内の集まり、町内

会や自治会、「隣組」や「講中」といった伝統的な町内

組織が地域に残っており、住民同士、農家同士のコミ

ュニケーションは密に取られていることが分かった。 
また、羽沢地域の営農者のほとんどが農業と並行し

て貸倉庫やアパート、駐車場などの不動産経営を地域

内で行っていることも分かった。 
３－５．地域住民から見た「地域と農作物」 
回答者の半数以上が地元産の野菜を購入しており、

そのうち半数は週 1回以上の頻度で習慣的に購入して

いることが分かった（図９,図 10）。購入場所は 8 割以

上が近隣の直売所で、直売所の利用率が非常に高くな

っている（図 11）。利用理由では立地条件を挙げる意

見が多く、周辺にスーパー等の商業施設がないことも

直売所の利用を促進していると考えられる。 

 
図９ 地元の農作物との接点 

図 10 地元野菜の購入頻度   図 11 地元野菜の購入場所 

３－６．営農者から見た「地域と農作物」 
羽沢地域では、キャベツをはじめとした少品目を多

量に生産しまとめて市場へ出荷する営農者と、少量多

品目生産でスーパー等へ直接個人で出荷する営農者が

存在する。羽沢地域内の数としては前者の方が多い。 
市場へ出荷された野菜の販路や、地域で消費されて

いるのかについては不明だが、「きよ・マルシェ」をは

じめ、羽沢地域では直売を利用する人や直売所自体も

近年増加傾向にあることが分かった。 

４．新駅とそれに伴う変化、 

  周辺のまちづくりへの期待について 

４－１．地域住民から見た新駅の現状と今後 

図 12 新駅の利用頻度  図 13 新駅とまちづくりへの期待度 

新駅の利用頻度（図 12）は、「利用していない」が

最も多く全体の 2 割程度であったが、週に 1 回以上と

の回答も合計で全体の 4 分の 1 を超えており、地域住

民の定期的な利用が一定数生まれていることが分かる。 
新駅と周辺のまちづくりに対する期待度（図 13）は 
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①7

② 18

③ 38

④ 53

⑤ 23

⑥3

(購入すると回答した方を対象,N=150)

①半年に１回ほど
②２,３か月に１回ほど
③月に１回ほど
④週に１回ほど
⑤週に２,３回ほど
⑥週に５,６回以上
無回答
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①155②40

③44

④4⑤12
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①とても期待していた
②少し期待していた
③どちらでもない
④あまり期待していなかった
⑤全く期待していなかった
無回答

農作物や食に関する 
情報のニーズが高い 

① 31

② 28

③ 30

④ 29
⑤13⑥19

⑦ 24

⑧ 18

⑨ 57

(N=262)

①半年に１回ほど
②２,３か月に１回ほど
③月に１回ほど
④月に２,３回ほど
⑤週に１回ほど
⑥週に２,３回ほど
⑦週に４,５回ほど
⑧ほぼ毎日利用している
⑨利用していない
無回答

85.3%(128/150)が 
   直売所を利用 

①
18 ②

11

③96

④63

⑤60

現在 (N=262)
①期待以上/想像以上である
②やや期待以上である
③期待通り/想像通りである
④少しがっかりしている
⑤がっかりしている
無回答

①171
②43

③30

④2
⑤4

将来 (N=262)

①とても期待している
②少し期待している
③どちらでもない
④あまり期待していない
⑤全く期待していない
無回答



開業前の高さと比べ現在は大きく数値が下がっている。

しかし将来については合計 8 割以上が依然として「期

待している」と回答しており、東急直通線や駅周辺の

利便性向上への期待が非常に高いことがうかがえる。 
入場制限がかかるほどの来場者を集めた「ハザコク

フェスタ」からもその期待度の高さが見られた。回答

者の約 4 分の 1 はイベントに「参加した」と答え、そ

のうち約 4 割が当日に地元野菜を購入していた。イベ

ントによりまちづくりや農業への関心も上がっている。 
また、駅開発において「農業活動支援施設」ができ

ることもあり、新駅周辺の農業関連の施設のニーズに

ついても調査した（図 14）。共同直売所が 7 割以上の

回答を集めたほか、地域の食材を使ったレストラン、

農作物を加工した惣菜屋などの回答が多く、ここでも

「食」に関するニーズが高いことが分かった。 

図 14 駅周辺にあると嬉しい農業関連施設 

農業に限定しない新駅周辺施設についての自由記述

では、スーパーが 3 割を超え最も多く、その後コンビ

ニ、飲食店、病院と続いた。やはり「食」に関連する

ものや、日常生活に係る施設が求められている。 
４－２．営農者から見た新駅の可能性と今後 
「ハザコクフェスタ」での野菜の人気のほか、今ま

で人通りの無かった場所に来場客が大勢集まったこと

で、営農者も新駅による地域の変化を強く感じていた。 
新駅による今後の展開では、駅前のスーパーへの出

荷や、駅の至近に所有する不動産を活用して野菜の販

売や加工を行う構想が挙げられた。一方で、宅地化の

進行によりホコリやにおいなどの苦情から農業が続け

にくくなるのでは、という懸念もあった。今後、新規

住民の農業への理解を得ていくことが課題となる。 
また、羽沢地域の営農者は周辺よりも比較的若い世

代や後継ぎが多く、空き農地が少ないことも分かった。 

５．結論 

以上の結果から、羽沢地域は既往研究による農住混

合型郊外住宅地としての成立要因をほぼ満たしており、

今後の宅地化が進んだとしても農住が豊かに共存でき

るポテンシャルを持つことが分かった（表５）。 
表５ 羽沢地域の農住混合型郊外住宅地のポテンシャルの評価 

豊かな農住混合型郊外住宅地の特長が生まれる要因 羽沢地域 
起伏があり良い景観 ◯ 
営農者が地域に居住している ◯ 
農地と住宅地が近接している ◯ 
大消費地の都心に近い ◎ 
若い世代が多い ◯ 
地産地消に積極的な団体等がいる △（活動はある） 
不動産経営をする土地がある ◎ 

しかし、今後の開発の形などによってはこれを生か

せずに農住が分断されてしまう可能性もあるため、表

６のような羽沢地域の持つ特長や課題を見極めながら

今後のまちづくりを進めていくことが求められる。 
本研究では羽沢横浜国大駅周辺での地域特性を生か

したまちづくりの今後のポイントに以下 2点を挙げる。 

①｢食｣などの身近な関わりから交流を生む場をつくる 
住民の関心は「食」や「子どもの農業体験」といっ

た生活に身近なところに向きやすい。不動産や集客力

等の新駅によるメリットを活用しながら、直売や体験

を通した場づくりを進めることで、情報が直接的に伝

わり、関心の増加につなげることができる。 

②新旧住民への発信を促進するプレイヤーの存在 
またそうした場づくりにおいて、自ら発信すること

が難しい営農者に代わり、イベントや発信の機会を定

期的に計画するような組織や仕組みが求められる。そ

れにより地域住民のニーズに応えるとともに、新規住

民への発信や農業への理解にもつなげられる。 

今回の調査で、新駅開業によりすでに多くの住民が

流入していることや、居住年数の短い住民ほど農業や

食に関する情報のニーズが高いことが分かった。そし

て、不動産活用やイベント開催の土壌など、羽沢地域

にはそうしたニーズに応えられる環境が揃っている。 

以上より、羽沢地域の新駅周辺において地域特性を

生かしたまちづくりが有用であると結論付ける。 

［既往研究］1. 高須有希「農住混合型郊外住宅地のあり方に関する研究 -横浜市仏向地域を対象に-」 
横浜国立大学大学院 修士論文, 2019年 

［参考文献］1. 「羽沢駅周辺まちづくりガイドライン」横浜市, 2015年5 月 
（抜粋） 2. 「2020年農林業センサス（概数値）」農林水産省, 2020年 11月 
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 羽沢地域の特長 羽沢地域の課題と今後 

地元の農業や農地との 
関わりについて 

❶住民が農地周辺の景観や住環境に対して好印象を抱いており、農環境の維持も望まれていること 
❷伝統的な町内組織や消防団などが残り、地域の密なコミュニケーションが維持されていること 
❸イベントや発信等の活動に柔軟に対応している営農者のグループがあること 

❶住民は農地近隣の住みやすさは感じているものの、農業そのものへの関心は高くないこと 
❷住民と営農者間においてはコミュニケーションの引き金となるものが無いこと 
❸発信活動やイベント開催の土壌はあるが、営農者側からのアプローチは難しい現状があること 

地元の農作物との 
関わりと消費について 

❹食への興味関心が高く、直売所等での地元の農作物の消費が多いこと  

新駅とそれに伴う変化、 
周辺のまちづくりへの 
期待について 

❺新駅や周辺のまちづくりに対する関心や期待が依然として高いこと 
❻羽沢地域の多くの営農者が農業と並行して不動産経営を行っており、新駅開業により柔軟な不動産
活用が可能になること 

❹新規住民の町内組織への取り込みや、地域の農業に対する理解が求められること 
❺農業関連の施設で駅周辺の日常的利用が生まれる可能性があること 

表６ 羽沢地域の特長と課題点 

 

共同直売所は 72.9%(191/262) 
全体的に食への関心が高い 


